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動物医療発明研究会    2012  August 

 

6 月 3 日(日）総会が開催されました。 今年度の総会は、ミニセミナー付きで、本

会員でもあるインターズーさん（渋谷）で行われました。 

 

1．総会のご報告 

臨床の先生7名、企業7名（出版社、製薬会社、ペット関連サービス業、アイデア

商品製造販売業、サプリメントの会社など）など、皆でわきあいあいとサンプルやプ

リント付でなごやかな雰囲気で開催されました。 

①会長挨拶 

②全員：ミニ自己紹介 お役立ち情報、アピール 

③会計報告：決算、予算案、2012年度事業報告（3月内科アカデミーの他、会報 

年3－4回）別添参照。 

④2011年度事業報告： 

 2月：日本獣医内科学アカデミー参加 

 会報：5月、8月、12月、3月 

⑤ミニセミナー：小暮規夫先生  長柄注射器の作り方（別紙） 

        浅井フーズ   ゲルマニウムと緩和ケア 

        清水邦一・宏子 内科アカデミーダイジェスト版 

                ハッピーを見つけよう 

                心でモチベーションを上げる 

 インターズーさんの会議室でパワーポイントをお賃りして行われ、注射器の実物を 

 回覧したり、質疑応答も活発に飛び交い充実したひとときでした。 

⑥配布資料：注射器の図、歴代のニュースレターの抜粋版  

ビーボンさんの歯磨きゴム・傘の板につけるゴム、日本獣医内科学アカデミーのセ
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ミナー配布資料などがおみやげになりました。 

⑦総会のアンケートのまとめ 

 ・臨床の先生が望むものと、メーカーさんとのアイデアや意見交換が定期的にでき   

たら楽しい。 

・都内だけでなく地方でも総会やミニセミナーを開いて、他の全員も参加できるよ    

うにしたい。 

・会員数、とくに若い人や女性に呼びかけて誘いたい。 

・初年度は、お試し入会で半額または、無料などで誘う方法も考えてみたらよいの 

では。 

・参加してみて、製造業から小売業の方もいて、臨床の先生方との情報交換もでき 

ました。今後の商品開発に役立てたい。 

・インターズーさんの会場は、パワーポイントやコピーなどがお賃りできて時間の 

融通もきいて有難かった。 

⑧ミニ懇親会：引き続きセミナー会場と同じ会議室で、持ち寄りのお菓子、ウーロン 

茶、ジュースにてティーパーティ形式で懇親会が行われ、短い時間でしたが、会員 

同士の顔つなぎができました。 

⑨石川県の矢田先生より伝言：ネコ便秘症の時に使う、ネコの骨盤腔拡張プレートを、

会員の方には、市販の価格より2割引きでおゆずりできます。お申し出ください。

また、新型も開発中です。 

（Tel 0761-21-5413 ） 

 

2．会員からのアイデア 

（常に募集中です。会員にお役立ちの投稿なんでもＯＫです） 

 

皮下点滴するとき輸液量を示す目印 

 

中山 正成（中山獣医科病院・奈良県） 

 

皮下点滴に通院される患者は多く来院します。この子は 200ml, この子は 300ml,

といったように計算して輸液量を個々の患者に合わせています。今まで赤マジックで

線を書いていました。この赤い線まで液が来れば呼んでくださいと言います。残った
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輸液を別の患者に使用するとき、赤マジックで書いた線を消す作業が必要でした。 

そこでアイデア！ 

赤マジックで書く線の代わりに、ビニールテープを三角形に切って輸液バッグの目

的の部位に貼るようにしました。目印としてオーナーには解りやすく、よりスマート

になりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

バイアルカバー 

 

中山 正成（中山獣医科病院・奈良県） 

 

使用中のバイアルはどのように保管していますか？ゴム栓の部分が不潔にならない

ように気を使っていますか？ 

以前は、プラスチック製のキャップが付属していましたが最近はありませんね。 

「そこでアイデア！」 

注射用蒸留水が入っているプラスチック製の容器を半分に切ってバイアルや使いさ
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しのブドウ糖の容器のカバーにしています 。汚れれば捨てて新しいものに代えます。

まさにエコです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

動物医療発明研究会のホームページができています。 会員の登録をできます。 

会員の病院・施設名、〒、住所、TEL、FAX、ホームページURLを掲載します。 

ご希望の場合は、件名に「SAMI-HP掲載希望」と明記して、データをメールにて 

hp@ispecial.co.jp (ホームページ運営受託：株式会社アイ・スペシャル）へお送りください。 
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別紙 
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針つき縫合糸の作り方 

宮本 文朗   （宮本犬猫病院・香川県） 

 

アイデア追加 


